
1

第２回市民活動推進委員会の流れ

令和６年度第２回 さいたま市市民活動推進委員会

1

１．第２回市民活動推進委員会について

本日の議題２では、以下の内容について、意見を発出します。

（１）【資料３】第９期市民活動推進委員会が考える市民活動のイメージ

⇒全体協議

（２）【資料４】第９期市民活動推進委員会 答申骨子（案）

⇒全体協議及びワークショップ
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資料５
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２．本日の流れ

合計 ６５分

内容 時間

（１）【資料３】第９期市民活動推進委員会が考える
市民活動のイメージ（全体協議）

２０分

（２）【資料４】第９期市民活動推進委員会
答申骨子（案） 章立て３章まで（全体協議）

章立て４章（ワークショップ）

１０分

３５分
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３．各内容について

各協議内容について
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３．各内容について

（１）【資料３】第９期市民活動推進委員会が考える

市民活動のイメージ：全体協議

【資料について】

前回の委員会での意見を参考に、【資料３】を作成しました。
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３．各内容について

（１）【資料３】第９期市民活動推進委員会が考える

市民活動のイメージ：全体協議

【協議内容】

【資料３】第９期市民活動推進委員会が考える市民活動のイメージ
をご確認いただき、ご意見や追記、修正等を全体協議にてご発言く
ださい。
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３．各内容について

（２）【資料４】第９期市民活動推進委員会

答申骨子（案）章立て３章まで：全体協議

章立て４章：ワークショップ

【資料について】

これまでの委員会における全体協議やワークショップでの意見を踏
まえ、答申骨子（案）に箇条書きで文章を作成しました【資料４】。
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３．各内容について

（２）【資料４】第９期市民活動推進委員会

答申骨子（案）章立て３章まで：全体協議

【協議内容】

【資料４】の章立て３（市民活動の参加者や活動範囲を広げる意義
と抱えている課題）までについて、ご意見や追記、修正等を全体協
議にてご発言ください。
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３．各内容について

（２）【資料４】第９期市民活動推進委員会

答申骨子（案）章立て４章：ワークショップ

【協議内容】

【資料４】の章立て４について、

市民が市民活動に参加、開始または継続したくなるようにするにあたり、

①団体（または市民）ではどのような課題や懸案事項（人・物・金etc）
を抱えているか。

②それを解決するためには何が必要か。また、市には何を求めるか。

をワークショップでご検討ください。
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３．各内容について

（２）【資料３】第９期市民活動推進委員会

答申骨子（案）：ワークショップ

【発表】

ワークショップにおいて各グループで出た意見は、最後に発表して
いただく予定です。
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４．ワークショップの手順

❶ワークショップの

テーマ①、②について、

自身の考えを付箋に記載します
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【手順】

＊テーマ①、②にかかる意見を事前にご検討の上、

自身の意見を黄色の付箋に記載します。

【テーマ】
市民が市民活動に参加、開始または継続したくなるようにするにあたり、

①団体（または市民）ではどのような課題や懸案事項（人・物・金etc）を

抱えているか。

②それを解決するためには何が必要か。また、市には何を求めるか。

４．ワークショップの手順
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【ルール】

・付箋にはキーワードで書き出しを行います（キーワード≠単語）

・書き出す内容が長い文章にならないように注意します

・キーワードだけだと伝わりづらい場合には、（ ）書きで補足説明を

書いても差し支えありません

・誰が見ても内容が分かるような書き方をします

・書き出しは無言で行います

４．ワークショップの手順
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４．ワークショップの手順

❷対話によって意見共有します

（ワークショップ用模造紙に

付箋を貼り出します）
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【手順】

＊委員は❶で書き出した付箋を説明しながら、ワークショップ用

模造紙に貼り出し、意見を共有します。

【ルール】

・１人１分以内で話します

・他の人が話しているときに、同じだと思った付箋があれば、貼り出された付箋の近い場所に、

自身の付箋を貼り出します

・他の人が話しているときに、気づいたこと、思いついたことがあれば青色の付箋に書いて貼り出します

４．ワークショップの手順
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４．ワークショップの手順

❸似た意見をグルーピングします
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【手順】

＊❷により貼り出した付箋について、似た意見をグループ化します。

＊まとめたグループにタイトルを記載します。

【ルール】

・タイトルには付箋を使用せず、模造紙に直接書きます

・タイトルは一言で内容が伝わるようなものを書きます

・すべての付箋を無理やりグループ化させる必要はありません

・付箋は重ならないように、貼り付けます

４．ワークショップの手順
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４．ワークショップの手順

❹ワークショップで出た意見を発表します

18



10

【手順】

＊付箋を貼ったワークショップ用模造紙に沿って、

各グループの意見を発表をします

（２分間）

＊発表後、質疑の時間を設けます（１分間）

４．ワークショップの手順
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＊発表は、

・どのような対話・意見があったか

・グループにおいて、大切だと考えた意見

などを発表してください。

４．ワークショップの手順
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５．対話の心得

＊人の話に耳を傾けることが大切です。

＊自分ばかり話しません。

＊頭から否定しません。

＊楽しい雰囲気を大切にします。
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６．その他

＊席次表で無作為にグループ分けしています。

＊委員長は、各グループの進行役を指名します。
進行役は発言しやすい場づくりをお願いします。

＊全体の進行は事務局が務めます。
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